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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
訴 訟 関 係
国賠訴訟 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 0
家族訴訟 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3 9 7
特 別 法 廷 0 1 2 2 0 1 0 1 1 3 0 6
療 養 所 の 活 動 6 8 5 5 3 4 5 11 2 4 6 4
元 患 者 の 現 在 2 0 6 0 2 3 0 2 1 0 0 6
一般社会におけるアプローチ 1 10 8 2 5 3 7 1 12 8 8 8
そ の 他 4 5 1 1 1 1 2 1 5 5 3 2
検 索 語 0 2 6 3 1 6 1 4 3 3 6 5
イ ン フ ォメーション 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0
































































映画「あん」の紹介（全国夕刊be 5 日、全国週末be 6 日）、「『多摩全生園と道輔さん』2001 ～

















































































































































































　家族訴訟にかかわる記事は 7本（全国18日 2 本、大阪24日、熊本県27日、全国30日 2 本、大







































者総数の3.7％であった。しかし、1931（昭和 6 ）年 2月、浜口内閣は第五十九回帝国議会に
法律「癩予防ニ関スル件」の大幅な改正案を提出可決のうえ名称を「癩予防法」とあらため同













　こうした施策への問いかけは、訴訟という形で表れている。1998 年 7 月31日全国原告団協




































　家族訴訟にかかわる記事は、11月 3 本（全国30日、西部30日、大阪30日）、12月 3 本（全国
1日、熊本県 1日、鹿児島県 2日）、1月 3本（西部25日、熊本県25日、西部31日）、2月 9本（全
国 6日、全国16日 3 本、大阪16日 1 本、熊本県16日 1 本）、3月 7本（全国18日 2 本、大阪24日、



































　特別法廷にかかわる記事は、 5月 1本（香川県19日）、 6月 2 本（24日全国、24日熊本県）、
7月 2 本（全国 3日、熊本県 4日）、 9月 1 本（全国 9日）、11月 1 本（熊本県 7日）、12月 1
本（熊本県30日）、1月 2本（総合13日、群馬県26日、群馬県27日）、3月 6本（全国 1日 2本、





























































 4 月（青森県30日）、 8月（青森県 8日）、11月（青森県 5
日）、 2月（青森県25日）、 3月（青森県10日）
東北新生園（宮城県登米市）  4 月（宮城県17日）
栗生楽泉園（群馬県吾妻郡
 5 月（群馬県 1日）、 6月（群馬県14日、群馬県28日）、 9
月（群馬県 6日）、10月（群馬県20日）、11月（群馬県 5日）、 1
月（群馬県27日）
多摩全生園（東京都東村山市） 10月（長野東北信28日）、12月（東京B 5 日）
国立駿河療養所（静岡県御殿場市）  6 月（岐阜県18日）
*静岡県のハンセン病療養所  5 月（全国 7日、全国 9日、東京都 9日、東京北部11日）
大島青松園（香川県高松市）
 8 月（香川県 2日）、10月（香川県 9日）、 1月（香川県
15日）
邑久光明園（岡山県瀬戸内市）  6 月（岡山県13日）
長島愛生園（岡山県瀬戸内市）  9 月（岡山県25日）






















































































































































































































開催日 場　所 主　催 テーマ 講　師

































































































































施設の舞台になった。映画「あん」の紹介記事（愛知県 5月13日、東京 4域 5月18日、全国夕
刊be 6 月 5 日、全国週末be 6 月 6 日、全国12月25日、新潟県 1月 6 日、全国週末be 3 月 5 日、
































取り組む沢知恵さんのピアノ弾き語りコンサート（福岡県 7月 2日、香川県 8月31日）、沖縄
のハンセン病者との交流で生まれた天皇作詞・皇后作曲の「歌声の響」がCDブックとして発
売（全国 9月29日）、「歌声の響き」収録CD刊行記念コンサート（全国12月 3 日）がある。
　写真展としては、ハンセン病問題啓発展示会「長島からの風」（岡山県 5月22日）、黒崎彰さ
ん「『多摩全生園と道輔さん』2001 ～ 2014黒崎彰写真展」港区日本財団一階ロビーで開催（東



































































































































　In Japan, people who suffered from Hansen disease were sent to asylums after the enactment of the 
second leprosy law of 1931 until its abolition in 1996. During this period, the isolation policy was 
continued in Japan, contrary to the global trend, after it had become a curable disease using PUROMIN in 
the 1940s. Thus, Hansen disease patients remain in asylums and isolated, due to loss of social relationships 
with their places of origin. In such social backgrounds, Hansen disease is often mentioned by words such 
as ‘discrimination’, ‘isolation’, and ‘prejudice’.
　There are 13 national sanatoriums for Hansen disease at the present, and the average age of inmates is 
83.6 years old （2014）. To remember and archive the history and people, two movements were reported by 
the mass media: the attempt to register these isolation camps as a UNESCO world heritage site in 2015 
and demands for reparation against the Japanese Government by family members of Hansen disease 
sufferers. 
　This paper aims to clarify the present situation of Hansen disease through the contents of newspaper 
articles in 2015. Database ‘Kikuzo-Visual 2’ in Asahi News Paper Company is accessible online in the 
library of Shitennoji University. Two hundred and seventy-nine articles were found using the keyword 
‘Hansen Disease’ in the ﬁscal year 2015. I will introduce the monthly news in the ﬁrst section, and in the 
second section, the topics: （1） the action taken by family members of Hansen disease sufferers against the 
government, （2） the action against the Supreme Court by Hansen disease sufferers, （3） the present 
situation of sanatoriums and patients, and （4） the activities related to Hansen disease in Japanese society.
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